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項目／目標（2025） 2023年度（現在地） 2024年度 2025年度

産官学民が利活用しやすい
データベースの公開 要件定義/連携機関との調整 データベースのビルドアップ

（情報の拡充）
データベースのビルドアップ・本格稼働

（機能の拡充）

子供を事故から守る環境づくり（事故情報データベース構築事業）プロジェクト
子供政策連携室 05 業務の高度化・内部事務等の効率化

 製品事故や学校などでの事故、日常生活における事故など、点在している幅広い子供の事故情報データを集約・発信します
 大学や研究機関等における様々な研究実務や、事業者における製品開発・改良等に活用していただけるよう、情報を整理します
 大学や研究機関による研究成果や、データベースを活用して得られた新たな知見等の情報も取り入れる予定です

産官学民が幅広く利活用できる子供の事故情報データベースを構築

産官学民が利活用

事故の傾向分析や研究
成果をデータベース上で公表 等

事故の検索 製品の改良子供の成長
発達段階に
応じて事故の
種別は変化

傷害予防、データサイエンス、法律等の専門家で構成する有識者ワーキンググループの開催をはじめ、データ保有機関等との意見交換、
事業者へのヒアリングなどを通じて、幅広い意見を伺いながら、データベースの構築を進めています

 子供の事故予防策の検討のために必要な情報をデータベース化することにより、子供の事故が起きにくい環境づくりを推進
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子供の様々な事故
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